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新型コロナウイルス感染の拡大が、十和田市でもかつてないほど

進んでおります。「何が何でも感染防止を進めていく」そういう意味

で本日お集まりいただきました。 

青森県内で、昨日の発表が県全体で、過去最多となる 284 人の報

告があったそうでございます。全国的に大変な勢いで拡大している

状況にあります。 

そこで、当上十三保健所管内でも、冒頭で説明がありましたとおり、

12 月 31 日から１月 19 日までで 148 人の感染者があり、ほぼ毎日

報告されております。当然、この中には、当市における感染者も相当

数あるものと認識しております。市が所管する施設からの報告等、あ

るいは、いろいろな情報等を踏まえれば、この中の多くは十和田市民

ではないのかなと、そのように思っています。 

 特に今回の感染の動向でございますが、健康福祉部長からの報告

にもありましたとおり、10 歳未満ですとか 10 代、そして、その親

世代の 30 代・40 代の感染が全体の３分の２、66％を示している状

況です。しかも、非常に感染の広まりが早いという思いをしておりま

す。また、第５波までと比較して、無症状者や軽症者が多い傾向が見

られます。 

青森県の発表では、１月は、９割がオミクロン株に置き換わってい

るとのことで、こういうことを踏まえれば、感染が早いのかなという

思いがいたしますし、さらに、78％がブレークスルー感染、いわゆ

るワクチンを打っているにもかかわらず、そこを通り抜けて感染し



ているということにはなりますが、ワクチンを打っていることもあ

って、おそらく軽症で済んでいるのかなという思いもしております。 

そこで、当市としては、これ以上拡大をさせないために、何とかこ

の波を乗り越える、そのために、それぞれが所管する対策を強化する

ことで、先ほど発表がありました。公共施設の休館ですとか、あるい

は利用の制限、イベントの中止または延期等をそれぞれの所管課で

実施するということですが、これをぜひ進めていただきたい。 

 対策についてですが、１つ目はイベントの中止。２つ目は感染対策

です。やはりなんと申しましても基本的な対策、これがたいへん大事

でございます。マスクの使用、マスクは絶対に手放さないでいただき

たい。人との距離を保つソーシャルディスタンス、人込みの中には行

かないようにする、換気を十分にする、こういったことを必ず徹底す

るようお願いをしたい。昨日も(新型コロナウイルス対策の基本的対

処方針分科会)尾身会長の発言の中で、「人流を防ぐのではなくて人数

を制限する。これが何より効果があるんだ」と。また、「できるだけ

マスクをしながら、飲食をする」という発言もありました。こうした

対応は現実的なもので、市民の方にも広めていかなければならない

と思っております。それから、今は不要不急の往来や県外との往来を

自粛する・控えるといったこともぜひお願いしたい。そこで、当市の

PCR 検査センターですが、十和田市役所の別館でやっております。

非常に多くの方に利用いただいており、11 月 15 日からやっており

ますけれども、最近になって特に利用が多い日が続いております。大

変いいことだなと思っております。当分の間、経費もかかりませんし、

これからも、もし感染が心配だというような方へは、ぜひこの PCR

検査センターでの検査を勧めていただきたいと思っております。 

 それから、学校、子供に感染者が多いということで、非常に心配で



ございますが、これは、先ほど教育委員会から報告がありましたとお

り、活動の制限について、しっかり守っていただき、あるいはまた、

万が一感染の疑いがあるなら登校をしない、少しでも体調が悪かっ

たら登校や出勤を控えていただきたいと思っております。 

そして、３つ目ですが、これはやはり３回目のワクチン接種です。

今のところ、国は 18 歳以上の国民には、３回目のワクチン接種を勧

めておりますが、当市では８カ月だったものを１カ月ないし２カ月

短縮して、進めていくということで、スケジュール等は先ほど説明し

たとおりです。個別接種のほうはだいぶ予約が進んでいるようです

が、集団接種は、まだ予約に空きがあるということで、できるだけ早

めに申し込んで、早い段階でワクチン接種をしていただければ大変

ありがたいと思っております。場合によっては、さらに早めるという

ことも当然あり得ますし、ワクチンの入手次第によりますけれども、

そのようにやっていきたいと思っておりますので、どうかお願いい

たします。 

 まず、これ以上広めないために何回も申し上げますが、こういった

基本的な感染対策をしっかりとして乗り越えていかなければなりま

せん。昨日の報道にもありましたが、このオミクロン株の場合は、広

がりは非常に早いけれども収束といいますか、落ち着くのも早いの

ではないかというものでした。すでに広島県等では少し落ち着いて

きたようでございます。そういうことを考えて、いましばらく、この

２月を乗り越えるように、対応をお願いしたいと思います。 

 

以上です。 


